褥瘡対策委員会　議事録

開催日　　平成　24年　3月　7日　（　水　）　　　　　　　　　　　　開催回数　第11回

時　間　　15：30～16：30

場　所　　病院2階会議室

記録者　　沢田　静子
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＜連絡事項＞

　褥瘡の勉強会をまだ行っていない部署は行ってください。

＜褥瘡報告＞

東病棟：

褥瘡発生者→なし

リスクの高い方→軽度：大久保　美津子様

中等度：水梨　孝純様

岩館　賢一郎様

　　　　新規⇒松浦るみ子様　経管栄養　MA-８（1200Kal）

臀部に発赤あり。

精神不穏ある為、ミトン着用し終日身体拘束実施中。

＊体位交換の徹底、食事管理を継続していく。

南病棟： 

継続　前川原　勝美様→仙骨部に発生。アズノール・ゲーベン・ラップ保護へ処置方法変更。

　　　　　　　　　　　体位交換実施。

　　　　　　　　　　　食事：経管栄養　摂取量100％　2月中旬よりプロナへ変更。

　　　

　北山　和子様→処置（アズノ－ル＋ゲーベン・ラップ保護）変更なし。体位変換実施。

　　　　　　　　　　食事：経管栄養、摂取量100％

　　　　　　　　　　

板垣　富蔵様→処置（アズノ－ル・ラップ保護）テープなし。

　　　　　　　以前テープ使用しており、現在テープによるかぶれは改善している。

　　　　　　　　　　食事:経管栄養、摂取量100％

　　　　　　　　

　　　　　　　　

リスクの高い方→永洞　恭子様　谷内　愛子様　中野　英男様　島脇　てる様

　　　　　　　　上舘　ユキ様　玉井クニ子様

　　　　　　　　新規：中等度　中村　清枝様

　　　　　　　　　　　

西病棟：なし

北病棟：なし 

南山苑

２階フロア：

　

治癒　　小笠原　み江様

　　　　

退所　　湊　カナ様（身体症状悪化）

　　　　峰田　満男様（身体症状悪化）

　　　　佐藤　ひさし様（身体症状悪化）

継続　　吉田　ルエ様→仙骨部。ポケットが塞がってしまい中が洗えない。

処置（洗浄後、水分を出しイソジン＋コメガーゼ）

周囲の発赤は改善している。

　　　　　　　　　　　食事：粥ミキサー・ミキサートロミ付、摂取量30％～60％

　　　　　　　　　　　時折、発熱や飲み込み不良あり、摂取量少ないときも見られている。

　　　　 吉田　正太郎様→仙骨部に褥瘡あり。ポケットあり。

処置（洗浄後イソジンシュガー＋ガーゼ保護。2回/日行なう）

10日に1回皮膚科受診されている。

　　　　　　　　　　　　食事：経管栄養、摂取量100％　

　 軽米　フミ様→仙骨部～尾骨部に褥瘡あり。

処置（イソジンシュガー＋ガーゼ保護）

　　　　　　　　　　食事量：粥・キザミ、摂取量80～100％　タンパク強化ゼリー付加予定。

　 工藤クニ様→臀部に褥瘡あり。

処置（ゲーベン＋ラップ処置。

　　　　　　　　　　　食事：経口摂取。　60～100％摂取。

　

· 今回は身体状態悪化で未治癒のまま退所の方3名いました。新規発生者はいませんでした。今後も体位交換の徹底、褥瘡発生部位への負担軽減（徐圧）をはかっていきましょう。

椅子に同姿勢で長時間座り発赤・褥瘡となっている方に関して、最低でも1時間に1回は除圧、少しでも褥瘡発生部位への負担軽減をはかる為、座布団やクッションを利用する事とした。

次回の委員会4月4日（水）１５時３０分からになります。

（変更時は随時メールで連絡します）

